
 

第２編 基本構想 資料４ 

活力と笑顔あふれるまち 

スマイルシティ山陽小野田 

山陽小野田市の将来像 
 

１ まちづくりの基本理念 
 

行政が果たすべき役割は、将来にわたって持続可能な地域社会を築いていくことにあり、こ

れから少子高齢化による人口減少が加速していく中で、人口流出の抑制と出生数の向上を図り、

こうした流れに歯止めをかけていく必要があります。 

第一次総合計画の理念を継承しつつ、本市の特性を活かしながら、これからの時代にふさわ

しい「住みよさ」が実感でき、子どもからお年寄りまでが「住んでよかった」「住みやすい」と

思えるまちとなることを目指し、また、住む場所としての魅力を発信していくことで、「住んで

みたい」と思われるまちとなることを目指して、「住みよい暮らしの創造」を第二次総合計画に

おけるまちづくりの基本理念とします。 

 

２ 将来都市像 

市民の生命、財産を守る「安心・安全の確保」と、市民協働による「市民が主役のまちづく

り」を基本としながら、まちづくりの基本理念である「住みよい暮らしの創造」を踏まえて、

本市の目指すまちの姿である将来都市像を次のように設定します。 

【将来都市像】 

 

 

 
この将来都市像の実現に向けて、歴史・産業・教育・文化・自然・スポーツといった地域資

源など、本市の特性を最大限に活かしながら、市民一人ひとりが希望をもっていきいきと暮

らしていくことができ、ひとが輝き、活力に満ち、市民の笑顔が広がる輝く魅力あるまちと

なることを目指して施策を展開していきます。 

 

また、市民や本市を訪れた人が笑顔でいきいきと過ごしているまちのイメージを伝えるた

めに、次のようにキャッチフレーズを定め、市内外に向けて本市の魅力を発信していきます。 
 
 


